
Ⅱ　食品流通の合理化を目的とする取組用

（兵庫県　令和３年度）

事業費

備
考

（円）

交付金
都道府県費

市町村費 その他

安
全・
安心
な市
場流
通

(品質管
理の高
度化）
卸売市
場品質
管理高
度化マ
ニュア
ルに基
づく規
範の策
定及び
実施

未策
定

策定
策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

100%

H28.6に
策定し
た食品
安全マ
ニュア
ルに基
づき、
管理表
を使用
して取
り組み
を実施

効
率
的
な
市
場
流
通

（物
流コ
スト
等の
削
減）
物流
コス
トを
1.1
％以
上削
減

277.0円/頭
事業実施

中
- 52.4円/頭 45.0円/頭 38.6円/頭 11.0円/頭 90% 38.6円/頭

大幅に目標未
達成となって
いる。主な要
因としては、
当初想定した
売場施設の業
務分担より、
実際の業務が
多かったこと
があげられ
る。売場、貯
蔵保管、搬送
の施設の合計
では、ほぼ目
標は達成でき
ている。

目標未達成
となってい
るが、一連
の作業を行
う貯蔵保管
施設、搬送
施設と合わ
せた数値は
ほぼ目標通
りとなって
いるため、
市場全体と
して見れば
コスト削減
ができてい
る。

売
場
施
設

安
全・
安心
な市
場流
通

(品質管
理の高
度化）
卸売市
場品質
管理高
度化マ
ニュア
ルに基
づく規
範の策
定及び
実施

未策
定

策定
策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

100%

H28.6に
策定し
た食品
安全マ
ニュア
ルに基
づき、
管理表
を使用
して取
り組み
を実施

効
率
的
な
市
場
流
通

（物
流コ
スト
等の
削
減）
物流
コス
トを
1.1
％以
上削
減

242.0円/頭
事業実施

中
- 31.5円/頭 27.0円/頭 23.2円/頭 25.0円/頭 101% 23.2円/頭

目標を達成で
きている。

目標達成し
ている。

貯
蔵
保
管
施
設

安
全・
安心
な市
場流
通

(品質管
理の高
度化）
卸売市
場品質
管理高
度化マ
ニュア
ルに基
づく規
範の策
定及び
実施

未策
定

策定
策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

100%

H28.6に
策定し
た食品
安全マ
ニュア
ルに基
づき、
管理表
を使用
して取
り組み
を実施

効
率
的
な
市
場
流
通

（物
流コ
スト
等の
削
減）
物流
コス
トを
1.1
％以
上削
減

311.0円/頭
事業実施

中
- 62.9円/頭 53.9円/頭 46.3円/頭 70.0円/頭 110% 46.3円/頭

目標を大幅に
クリアできて
いる。

目標達成し
ている。

搬
送
施
設

安
全・
安心
な市
場流
通

(品質管
理の高
度化）
卸売市
場品質
管理高
度化マ
ニュア
ルに基
づく規
範の策
定及び
実施

未策
定

策定
策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

100%

H28.6に
策定し
た食品
安全マ
ニュア
ルに基
づき、
管理表
を使用
して取
り組み
を実施

効
率
的
な
市
場
流
通

（物
流の
迅速
化）
単位
重量
当た
り作
業時
間を
1.2
％以
上短
縮

99.0分/頭
事業実施

中
- 7.5分/頭 7.5分/頭 14.8分/頭 5.6分/頭 90% 14.8分/頭

輸出用の特注
加工が多く、
期待ほど業務
効率が向上し
ていない。
カット加工は
人手に頼る部
分が大きく、
これ以上の時
間短縮は難し
いと思われ
る。

目標未達成
の原因は、
事業の目的
である輸出
量の増が想
定以上に進
んだことに
よるもので
あるため、
やむを得な
い。

加
工
処
理
高
度
化
施
設

安
全・
安心
な市
場流
通

(品質管
理の高
度化）
卸売市
場品質
管理高
度化マ
ニュア
ルに基
づく規
範の策
定及び
実施

未策
定

策定
策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

策定
及び
実施

100%

H28.6に
策定し
た食品
安全マ
ニュア
ルに基
づき、
管理表
を使用
して取
り組み
を実施

効
率
的
な
市
場
流
通

（物
流の
迅速
化）
単位
重量
当た
り作
業時
間を
1.2
％以
上短
縮

13.0分/頭
事業実施

中
- 1.7分/頭 1.5分/頭 1.3分/頭 3.0分/頭 117% 1.3分/頭

コンピュー
ターシステム
の導入によ
り、大幅な効
率改善が実現
できた。

目標達成し
ている。

情
報
処
理
施
設

100%

（注）１ 別紙様式１号の２のⅡに準じて作成すること。  

２ 別添として、各事業実施主体等が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

３ 「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

４ 「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

５ 「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

H29.3.31

売場
施
設・
貯蔵
保管
施
設・
運搬
施
設・
加工
処理
高度
化施
設・
情報
処理
施設

1,290,005,560 404,500,000 236,500,000 118,530,000 530,475,560
姫
路
市

姫
路
市
食
肉
地
方
卸
売
市
場

和
牛
マ
ス
タ
ー
株
式
会
社

事
業
協
同
組
合
等
事
業
の
取
組

４年
後

（令
和元
年）

５年
後

（令
和２
年）

総合所見
姫路市食肉地方卸売市場全体として目標が達成できている。今後は処理頭数の増等により更なるコスト削減が期待できる。
一部未達成の項目については、①売場施設については市場内の他施設との業務の平準化②加工処理高度化施設については輸出向けだけではなく国内向け処理頭数の増を行うことで改善可能と考えられる。

事業実施主体
の評価

都道府県の
評価

計画
時

（平
成26
年）

１年
後

（平
成28
年）

２年
後

（平
成29
年）

３年
後

（平
成30
年）

目標
値

（令
和２
年）

達成
率

計画時（平
成26年）

１年後
（平成28

年）

メ
ニ
ュ
ー

成果
目標
の具
体的
な内
容

事業実施後の状況
成果目
標の具
体的な
実績

４年後
（令和元

年）

５年後
（令和２

年）

成果目標
の具体的
な実績

負担区分（円）

完了年月日

２年後
（平成29

年）

３年後
（平成30

年）

目標値
（令和２

年）
達成率

事業
内容
（施
設区
分、
構

造、
規模
等）

都道府県平均
達成率

成果目標Ⅰ 成果目標Ⅱ

市
町
村
名

市
場
名

事
業
実
施
主
体
名

取
組
の
分
類

メ
ニュ
ー

成果目
標の具
体的な
内容

事業実施後の状況


